
 

 

 

愛媛県行政評価システム外部評価委員会 
令和４年度外部評価結果について【総括】 

 
１．４年度外部評価の実施内容について  
本年度は、５部局（企画振興部、観光スポーツ文化部、保健福祉部、農林水

産部、教育委員会）を対象に評価を実施した。 
昨年度に引き続き、より効果的・効率的な事業の見直しに繋げるため、「部

局間の連携」に着目して評価することとし、９施策について各部局からヒアリ
ングを行った。 

評価の過程では、施策目標の達成に向けて、部局間連携のほか、より効果的・
効率的な実施方法はないか、また、施策や事業の効果を測るより適切な成果指
標はないかといった観点から、事業成果の分析や実施手法の検証を行った。 

その結果、予算の有効活用や事業の効率的な執行、社会経済情勢や県民ニー
ズに合わせた提案が出され、５年度予算編成や事業の実施方法にも反映させ
ることができた。 
 
２．外部評価結果への対応について  
外部評価委員会では、133 件の質問・意見等及び 41 件の提案を提出し、各

部局において、これらを踏まえた各事務事業の必要性・有効性・効率性の検討
等を行い、可能なものから事業内容や実施手法の見直しなどの対応がなされ
たほか、５年度予算については、439 千円の削減効果が認められるとともに、
事業内容の拡充等を図るため、440 千円増額しており、一定の評価ができる。
なお、県民への説明責任の確保の観点から、指標や評価の内容、分析の手法を
見直すなど、必要な改善が進められていると考える。 
 

３．評価結果のフォローアップについて  
提案等への対応について、評価結果の意図を十分御理解の上、引き続き着実

な改善を進めていくよう改めてお願いするとともに、増額された事業におい
ては、適正な予算執行が行われるよう、当委員会としては、今後の状況を注視
することとし、必要に応じて進捗等の報告を求める場合もあるので、御協力を
お願いしたい。 

 
４．５年度外部評価について  
５年度の外部評価委員会においては、県が構築を進める成果重視マネジメ

ント体制の一翼を担うべく、新総合計画に基づく KGI（重要目的達成指標）・
KPI（重要業績評価指標）の達成に資するため、より建設的かつ客観的な議論
ができるよう、評価方法等の見直しを図る予定である。 

このため、各部局においては、外部評価の実施にあたり、各施策等の内容や
実績はもとより、設定した指標が、上位 KGI にどう寄与するのか、さらには目
標達成に向けた課題や改善策等について、定量的・客観的な視点で説明いただ
くよう準備をお願いしたい。 
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